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愛蔵生誕地（田原中部小学校内）

田原の民権運動の志士たち

村松愛蔵（1857～1939）

　

は
じ
め
に

　

笑
み
を
湛
え
る
制
服
を
着
た
老
人
。
自
由
民

権
運
動
と
人
々
の
救
済
に
生
き
た
村
松
愛
蔵
を

知
る
人
は
、
も
は
や
出
身
地
田
原
市
に
お
い
て

も
少
な
く
な
っ
た
。
世
界
各
地
で
戦
乱
、
痛
ま

し
い
事
件
が
起
き
る
な
か
、
人
々
へ
の
愛
に
生

き
た
愛
蔵
の
生
き
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

生
い
立
ち

　

村
松
愛
蔵
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
三
月

二
日
、
田
原
藩
家
老
の
家
に
生
ま
れ
た
。
田
原

藩
は
渥
美
半
島
の
半
分
ほ
ど
を
領
有
し
て
い
た

一
万
二
千
石
の
小
藩
で
あ
る
。
藩
主
三
宅
家
は

代
々
家
康
の
「
康
」
の
字
を
拝
命
す
る
格
式
の

高
い
家
で
、
愛
蔵
が
生
ま
れ
る
幕
末
に
は
優
秀

な
人
材
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。
渡
辺
崋
山
も

そ
の
中
の
一
人
で
、
崋
山
を
中
心
と
す
る
藩
士

は
、
西
洋
へ
の
関
心
が
深
か
っ
た
。
ま
た
、
い

ち
早
く
西
洋
流
の
軍
事
組
織
を
取
り
入
れ
異
国

船
対
策
の
た
め
の
海
岸
防
備
を
行
う
な
ど
先
進

的
な
気
風
に
富
ん
だ
藩
で
あ
っ
た
。

　

生
誕
地
で
あ
る
村
松
邸
は
、
現
在
の
田
原
中

部
小
学
校
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
。
村
松
家
の
庭

木
と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
た
イ
ヌ
マ
キ
は
、
今

も
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。

　

愛
蔵
は
、
十
二
歳
の
時
に
藩
主
の
若
君
三
宅

康
寧
の
御
稽
古
相
手
と
し
て
出
仕
し
た
。
藩
校

成
章
館
（
現
在
の
愛
知
県
立
成
章
高
校
の
前

身
）
で
は
、
伊
藤
鳳
山
か
ら
儒
学
、
鈴
木
春
山

（
蘭
学
者
）
の
孫
才
三
・
村
上
定
平
（
西
洋
砲

術
家
）
の
子
照
武
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
。
十
六

歳
で
上
京
し
、
東
京
外
国
語
学
校
（
現
東
京
外

国
語
大
学
）
ロ
シ
ア
語
学
科
に
入
学
し
た
。
学

校
の
同
級
生
に
は
、
そ
の
後
日
本
を
代
表
す
る

学
者
な
ど
の
顔
ぶ
れ
が
揃
っ
て
い
た
ほ
か
、
校

長
に
は
中
江
兆
民
が
就
任
す
る
な
ど
、
多
感
な

少
年
愛
蔵
は
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
で
あ
ろ

う
し
、
そ
の
後
、
自
由
民
権
運
動
へ
傾
い
た
彼

の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

自
由
を
求
め
て

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
政
治
の
世
界
で
は
薩

摩
と
長
州
出
身
の
藩
閥
専
制
政
府
に
対
す
る
不

満
が
日
ご
と
に
増
し
て
い
く
。
愛
国
心
に
燃
え

る
者
は
議
会
の
開
設
、
言
論
や
集
会
の
自
由
を

求
め
、
自
由
民
権
運
動
へ
と
進
ん
だ
。
そ
の
中

心
と
な
っ
た
の
が
板
垣
退
助
で
、
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）
に
は
国
会
期
成
同
盟
が
結
成
さ

れ
た
。
田
原
に
帰
っ
た
愛
蔵
も
し
だ
い
に
板
垣

の
思
想
に
共
鳴
し
、
地
元
の
鈴
木
孝
之
助
、
広

中
鹿
次
郎
、
永
瀬
誉
（
建
築
家
永
瀬
狂
三
の
父
）

ら
と
と
も
に
田
原
に
政
治
団
体
「
恒
心
社
」
を

結
成
し
た
。
そ
し
て
西
三
河
の
内
藤
魯
一
ら
と

と
も
に
国
会
開
設
に
向
け
て
署
名
運
動
を
盛
り

上
げ
、
各
地
を
遊
説
し
た
。

　

明
治
十
四
年
、
愛
蔵
は
「
日
本
憲
法
草
案
」

を
起
草
し
、
愛
岐
日
報
に
発
表
し
た
。
そ
の
内

容
は
一
院
制
国
会
、
国
民
の
権
利
を
無
制
限
に

保
障
、
税
額
を
問
わ
ず
国
税
納
付
者
や
婦
人
戸

主
や
満
十
八
歳
以
上
の
男
子
に
選
挙
権
を
認
め

る
な
ど
、
若
き
二
十
五
歳
の
愛
蔵
が
考
え
た
斬

新
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
民
衆
第
一

と
す
る
彼
の
考
え
や
知
識
の
豊
富
さ
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
の
年
、
愛
蔵
は
、
板
垣
退
助
が
党
首
と

な
っ
た
自
由
党
に
入
党
し
、
翌
十
五
年
に
は
板

垣
を
田
原
に
招
い
て
巴
江
神
社
で
演
説
会
を
催

し
た
。
一
般
大
衆
の
啓
蒙
に
努
め
、
そ
の
範
囲

三河の文化を訪ねて 第　108　回

－田　原－

民
衆
の
自
由
の
獲
得
と
愛
に
生
き
た
人

　　

村　

松　

愛　

蔵

田
原
中
部
小
学
校
教
頭

山　

田　
　
　

敦
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壮年期の愛蔵

救世軍時代の愛蔵（右端）

は
西
三
河
に
ま
で
及
ん
だ
。
田
原
が
「
三
河
の

土
佐
」
と
呼
ば
れ
、
自
由
民
権
運
動
が
盛
ん
な

町
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
三
河
地
方
に
新
し
い

政
治
意
識
を
広
げ
た
功
績
は
大
き
い
。
こ
の
よ

う
に
常
に
時
代
の
先
を
見
つ
め
行
動
す
る
愛
蔵

の
気
質
は
、
渡
辺
崋
山
以
来
の
伝
統
で
あ
る
。

　

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）、
愛
蔵
は
政
府

の
民
権
運
動
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
に
反
発
し

て
直
接
行
動
に
訴
え
る
た
め
、
長
野
県
飯
田
の

自
由
党
員
た
ち
と
兵
を
挙
げ
反
乱
を
起
こ
す
計

画
を
立
て
た
。
し
か
し
、
こ
の
企
て
は
事
前
に

発
覚
し
、
愛
蔵
は
同
志
と
と
も
に
逮
捕
さ
れ
た
。

　

明
治
十
八
年
、
愛
蔵
は
軽
禁
獄
七
年
の
判
決

を
受
け
、
北
海
道
の
監
獄
に
送
ら
れ
て
服
役
し

た
。
こ
の
愛
知
と
長
野
両
県
の
自
由
民
権
派
に

よ
る
政
府
転
覆
事
件
は
、
飯
田
事
件
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
憲

法
発
布
の
大
赦
に
よ
り
四
年
の
服
役
で
釈
放
さ

れ
た
愛
蔵
ら
は
、
地
元
田
原
で
英
雄
の
よ
う
に

迎
え
ら
れ
た
。
当
時
の
民
衆
は
国
事
犯
を
英
雄

視
し
て
い
た
。
そ
れ
は
国
政
に
対
す
る
民
衆
の

不
満
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

政
治
家
へ
の
道
と
挫
折

　

出
獄
後
、
後
藤
象
二
郎
の
大
同
団
結
運
動
に

加
わ
り
中
山
道
を
遊
説
し
た
。
明
治
二
十
三
年
、

板
垣
退
助
ら
が
立
憲
自
由
党
を
結
成
す
る
と
入

党
し
、
評
議
員
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
名
古
屋

の
扶
桑
新
聞
社
（
藩
校
で
学
ん
だ
鈴
木
才
三
経

営
）
の
記
者
と
な
り
、
時
事
評
論
、
最
新
の
ロ

シ
ア
情
報
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
下
宿
先
の
キ

リ
ス
ト
教
信
者
の
娘
き
み
と
結
婚
し
た
。

　

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）、
第
三
回
・

第
四
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
二
度
出
馬
し
た

が
、
と
も
に
落
選
。
明
治
二
十
八
年
に
日
清
戦

争
後
の
状
況
視
察
の
た
め
韓
国
に
渡
り
、
翌
年

四
月
に
は
参
謀
本
部
の
委
嘱
を
受
け
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
視
察
に
出
か
け
、
ロ
シ
ア
で
帝

政
ロ
シ
ア
の
内
情
を
見
聞
し
た
。
帰
国
後
の
明

治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
第
五
回
衆
院
選

で
初
当
選
、
以
後
三
回
再
選
を
果
た
し
立
憲
政

友
会
に
属
し
て
政
界
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。

　

愛
蔵
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
日

糖
疑
獄
事
件
で
不
正
に
お
金
を
受
け
取
っ
た
疑

い
で
二
十
三
名
の
代
議
士
と
共
に
検
挙
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
は
大
日
本
製
糖
株
式
会
社
が
不
当
配

当
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
会
社
は
窮

地
を
救
う
た
め
に
、
煙
草
・
樟
脳
・
塩
の
生
産

品
を
専
売
に
し
よ
う
と
、
当
時
の
農
政
局
長
を

政
府
連
絡
の
た
め
に
社
長
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。

そ
し
て
専
売
制
実
現
の
た
め
主
要
政
党
の
所
属

議
員
を
動
か
し
て
、
議
会
に
砂
糖
官
営
法
を
提

案
さ
せ
る
た
め
に
、
莫
大
な
運
動
費
を
遣
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
発
覚
し
た
の
で
あ
る
。
会
社
重
役

は
も
ち
ろ
ん
、
多
数
の
逮
捕
者
が
出
て
、
社
長

は
自
殺
、
ま
た
愛
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
政
友
会

の
三
聖
人
と
呼
ば
れ
る
議
員
も
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
は
世
間
を
驚
か
せ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
愛
蔵

は
、
友
人
の
代
議
士
か
ら
融
通
さ
れ
た
資
金
が
、

大
日
本
製
糖
株
式
会
社
か
ら
出
た
資
金
で
あ
る

こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
愛
蔵
は
言
い

訳
を
一
切
せ
ず
、
他
の
多
く
の
代
議
士
が
弁
明
、

控
訴
、
ま
た
秘
書
ら
に
罪
を
転
嫁
し
た
の
に
対

し
、「
私
は
神
の
裁
判
を
受
け
ま
す
。
人
の
裁

判
を
受
け
ま
せ
ん
。」
と
し
、
一
審
で
あ
っ
さ

り
と
服
罪
し
た
。
愛
蔵
は
法
律
以
上
の
正
義
・

潔
白
を
生
活
信
条
と
し
て
い
た
が
、
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
た
自
分
の
行
動
を
恥
じ
、「
国
政
に

参
加
す
る
資
格
は
な
い
。」
と
潔
く
衆
議
院
議

員
を
辞
職
し
、
政
界
か
ら
の
永
久
離
脱
を
宣
言

し
た
。

　

人
を
救
う
道
へ

　

愛
蔵
は
獄
中
で
、
妻
か
ら
の
差
し
入
れ
の
聖

書
を
読
ん
だ
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
回
心

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
服
役
後
、
救
世
軍
に
入

隊
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
救
世
軍
と
は

イ
ギ
リ
ス
に
本
部
を
置
き
、
宗
教
活
動
、
社
会

福
祉
事
業
、
教
育
事
業
、
医
療
事
業
を
行
う
キ

リ
ス
ト
教
団
体
で
あ
る
。
日
本
の
救
世
軍
は
明

治
二
十
八
年
に
山
室
軍
平
ら
に
よ
り
始
ま
り
、

布
教
活
動
、
廃
娼
活
動
、
災
害
時
の
支
援
活
動

を
進
め
て
い
た
。

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
愛
蔵
は
救

世
軍
に
入
隊
し
た
。
そ
れ
は
、
人
々
を
幸
せ
に

す
る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
民
権
運
動
や
政
治
活

動
に
挫
折
し
た
彼
に
と
っ
て
の
唯
一
の
道
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
情
報
は
い
ち
早
く
新
聞

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
年
末
の
あ
る
日
、
愛
蔵

は
日
比
谷
公
園
の
一
角
に
立
ち
、
年
末
の
慰
問

慈
善
鍋
の
募
金
運
動
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
の

日
は
議
会
の
開
院
式
で
あ
り
、
そ
の
前
を
多
く

の
代
議
士
が
通
り
過
ぎ
る
。
寄
付
の
声
を
か
け

る
愛
蔵
を
見
た
代
議
士
た
ち
は
「
村
松
は
堕
落

し
た
。」
と
あ
ざ
笑
う
も
の
も
い
れ
ば
、「
救
世

軍
の
一
兵
卒
と
代
議
士
た
る
と
何
れ
が
貴
き
。」



6－ －

きみ夫人と仲むつまじく（晩年）

愛蔵生誕地とイヌマキの古木

愛蔵の墓（田原市城宝寺）

と
賞
賛
す
る
者
も
い
た
と
い
う
。
も
は
や
愛
蔵

は
、
政
治
家
と
は
完
全
に
決
別
し
、
救
世
軍
の

一
兵
卒
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

政
治
家
時
代
は
家
庭
を
顧
み
ず
、
妻
と
は
長

い
間
別
居
状
態
で
あ
っ
た
が
、愛
蔵
の
決
意
と
そ

の
活
躍
に
感
動
し
た
妻
き
み
も
明
治
四
十
四
年

に
上
京
し
、
愛
蔵
と
共
に
救
世
軍
士
官
（
伝
道

者
）
学
校
に
入
校
し
た
。
二
人
は
共
通
の
志
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　

時
に
は
、
田
原
の
愛
蔵
を
慕
う
人
た
ち
が
、

政
界
へ
の
復
帰
を
懇
願
し
た
が
、
彼
は
固
く
断

っ
た
。
愛
蔵
が
そ
の
後
田
原
を
訪
れ
な
か
っ
た

の
は
、
田
原
の
人
た
ち
へ
の
情
に
流
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た
。
後
日
「
そ
れ
で
す

か
ら
村
松
は
、
最
期
ま
で
た
だ
の
一
回
も
懐
か

し
の
故
郷
、
父
祖
の
眠
る
田
原
へ
帰
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。
郷
里
の
方
々
に
捕
ま
る
の
を
恐
れ

た
の
で
す
。」
と
き
み
夫
人
は
語
っ
た
。
田
原

で
行
わ
れ
た
納
骨
式
の
際
に
は
、
き
み
夫
人
は

愛
蔵
の
長
年
の
無
沙
汰
を
わ
び
た
と
い
う
。
そ

れ
ほ
ど
愛
蔵
の
決
意
は
固
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
愛
蔵
は
少
校
に

昇
進
し
、
本
営
で
身
の
上
相
談
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
十
五
年
余
り
の
間
に
二
万
八
千
件

以
上
の
身
上
相
談
活
動
を
扱
い
、
荒
ん
だ
心
を

救
い
、
多
く
の
人
た
ち
を
社
会
に
送
り
だ
し
た
。

　

愛
蔵
は
救
世
軍
引
退
後
も
、
宗
教
家
と
し
て

多
く
の
人
を
救
う
活
動
を
続
け
た
が
、
昭
和
十

四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
、
八
十
三
歳
で

亡
く
な
っ
た
。
五
月
十
四
日
、
遺
骨
は
田
原
中

部
尋
常
高
等
小
学
校
の
講
堂
に
到
着
し
、
盛
大

な
キ
リ
ス
ト
教
納
骨
式
が
行
わ
れ
た
。
代
表
と

し
て
、
近
藤
寿
市
郎
が
弔
辞
を
奉
読
し
た
。
寿

市
郎
は
田
原
市
の
出
身
で
国
会
議
員
、
豊
橋
市

長
に
就
い
た
政
治
家
で
あ
る
。
ま
た
、
豊
川
用

水
の
発
案
者
で
、
田
原
市
の
農
業
を
全
国
一
に

導
く
礎
を
築
い
た
人
物
で
も
あ
る
。
寿
市
郎
は

若
い
こ
ろ
自
由
民
権
運
動
に
傾
倒
し
、
そ
の
中

心
的
人
物
で
あ
っ
た
愛
蔵
を
尊
敬
し
、
選
挙
活

動
に
も
奔
走
し
た
。

　

お
わ
り
に

　

飯
田
事
件
に
見
る
民
権
運
動
で
、
彼
の
と
っ

た
過
激
な
行
動
は
今
日
で
は
と
て
も
受
け
入
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
純
粋
さ

は
、
人
生
の
前
半
に
お
い
て
は
世
界
を
見
据
え

民
衆
の
自
由
の
獲
得
に
奔
走
す
る
姿
に
、
後
半

に
お
い
て
は
人
々
を
救
済
す
る
姿
に
表
れ
て
い

る
。
共
通
す
る
点
は
、
そ
の
目
線
は
常
に
民
衆
、

し
か
も
立
場
の
弱
い
人
た
ち
に
向
け
ら
れ
、
愛

に
満
ち
溢
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

愛
蔵
は
三
河
田
原
駅
西
に
あ
る
城
宝
寺
の
村

松
家
の
墓
所
に
眠
っ
て
い
る
。
奇
し
く
も
渡
辺

崋
山
一
家
の
墓
所
の
南
に
接
し
て
い
る
。
墓
石

に
は
「
村
松
家
累
代
之
墓　

昭
和
十
四
年
四
月

十
一
日　

村
松
き
み
建
之
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
九
月
、
愛
蔵
が

田
原
中
部
小
学
校
の
後
輩
に
送
っ
た
言
葉
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
機
関
誌
「
家
庭
と
学
校
」
二
百
四
十
号

（
大
正
十
三
年
十
月
発
刊
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

一
、
学
校
と
家
庭
と
の
接
近
密
接
を
切
要
と
す

る
事
。（
学
校
と
家
庭
は
連
携
を
密
に
す

る
）

一
、
そ
の
日
そ
の
日
の
時
間
は
空
費
せ
ざ
る
事
。

（
そ
の
日
そ
の
日
の
時
間
を
大
切
に
す

る
）

一
、
明
日
あ
り
明
年
あ
り
と
思
ふ
心
が
大
禁
物

な
る
事
。（
明
日
が
あ
る
と
、
先
送
り
を

す
る
心
は
い
け
な
い
）

　

愛
蔵
の
生
誕
地
に
あ
る
田
原
中
部
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
も
、
こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
育
っ

て
き
た
。
人
々
へ
の
愛
に
満
ち
溢
れ
た
子
ど
も

た
ち
に
な
る
よ
う
、
愛
蔵
は
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
だ
ろ
う
。
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